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昭
和
53
年
８
月
12
日
に
日
置

市
の
吹
上
浜
海
岸
で
北
朝
鮮
に

拉
致
さ
れ
た
市
川
修
一
さ
ん

（
当
時
23
歳
）
の
母
、
ト
ミ
さ

ん
（
享
年
91
歳
）
の
告
別
式
が

11
月
17
日
、
輝
北
町
の
斎
場
で

営
ま
れ
ま
し
た
。

　

告
別
式
に
参
列
し
た
人
た
ち

は
、
ト
ミ
さ
ん
の
遺
影
に
手
を

合
わ
せ
、
そ
の
悔
し
さ
を
分
か

ち
合
う
よ
う
に
涙
を
流
し
、
ト

ミ
さ
ん
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も

に
、
改
め
て
拉
致
被
害
者
の
一

刻
も
早
い
救
出
に
向
け
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

告
別
式
は
正
午
か
ら
行
わ
れ
、

修
一
さ
ん
と
一
緒
に
拉
致
さ
れ

た
増
元
る
み
子
さ
ん
の
弟
、
照

明
さ
ん
や
拉
致
被
害
者
の
家
族

会
代
表
で
田
口
八
重
子
さ
ん
の

兄
、
飯
塚
繁
雄
さ
ん
な
ど
お
よ

そ
１
３
０
人
が
参
列
。

　

参
列
者
の
焼
香
に
続
い
て
、

飯
塚
さ
ん
は
「
91
歳
ま
で
待
っ

て
も
息
子
と
の
再
会
と
い
う
夢

を
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

ほ
ん
と
う
に
残
念
で
す
。
一
刻

も
早
く
拉
致
問
題
を
解
決
し
て
、

修
一
さ
ん
が
、
残
さ
れ
た
家
族

と
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま

す
」
と
弔
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

修
一
さ
ん
の
兄
、
健
一
さ
ん
は

「
一
刻
も
早
く
修
一
を
母
の
胸

に
抱
か
せ
た
い
と
い
う
思
い
で

戦
っ
て
き
ま
し
た
が
、
か
な
わ

ず
悔
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
父

（
平
さ
ん
93
歳
）
に
は
、
な
ん

と
か
修
一
に
会
わ
せ
て
や
り
た

い
で
す
」
と
涙
な
が
ら
に
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
１
本
ず
つ
花
を
手

向
け
、
全
員
で
ト
ミ
さ
ん
を
見

送
り
ま
し
た
。

　

一
刻
も
早
く
、
家
族
を
取
り

戻
し
、
本
当
の
意
味
で
安
ら
か

な
眠
り
に
つ
い
て
い
た
だ
け
る

よ
う
慎
ん
で
ト
ミ
さ
ん
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
年
、
日
本
周
辺
海
域
で
実

施
さ
れ
て
い
る
日
米
共
同
訓
練

の
一
部
の
訓
練
が
、
準
備
と
撤

収
作
業
を
含
め
11
月
８
日
～
23

日
（
実
訓
練
期
間
13
日
～
19

日
）
の
期
間
、
海
上
自
衛
隊
鹿

屋
航
空
基
地
を
使
用
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
共
同
訓
練
は
、
燃

料
高
騰
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、

訓
練
海
域
・
行
動
範
囲
を
制
限

し
、
九
州
周
辺
海
域
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
鹿
屋
基
地
が
一
部
の

訓
練
に
使
用
さ
れ
た
理
由
と
し

て
は
、

○
訓
練
海
域
が
九
州
周
辺
海
域

　

で
あ
る
こ
と

○
Ｐ
３
Ｃ
の
任
務
の
一
つ
で
あ

　

る
対
潜
（
潜
水
艦
等
に
対
す

　

る
）
訓
練
が
含
ま
れ
て
い
る

　

こ
と

○
九
州
本
土
で
唯
一
の
海
上
自

　

衛
隊
Ｐ
３
Ｃ
の
基
地
で
、
運

　

用
の
基
盤
を
有
し
て
い
る
こ

　

と
○
訓
練
海
域
で
の
飛
行
時
間
の

　

最
大
限
の
確
保
が
で
き
る
こ

　

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
に
参
加
す
る
た

め
鹿
屋
基
地
に
は
、
三
沢
基
地

所
属
の
米
軍
機
Ｐ
３
Ｃ
が
１
機

と
米
軍
人
約
55
人
、
他
の
基
地

の
自
衛
隊
機
ｐ
３
Ｃ
数
機
が
飛

来
し
、
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
準
備
・
撤
収
期
間
に

作
戦
指
揮
機
材
等
の
搬
入
・

搬
出
の
た
め
に
、
米
軍
機
Ｃ

１
３
０
が
計
３
回
、
Ｃ
９
が
計

５
回
、
Ｃ
40
が
１
回
飛
来
し
ま

し
た
。

　

訓
練
期
間
中
は
、
騒
音
に
対

す
る
苦
情
が
、
市
に
２
件
、
基

地
に
10
件
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
に
際
し
て
、
市

と
し
て
は
、
鹿
屋
基
地
を
米
軍

が
使
用
す
る
こ
と
に
関
し
、
国

に
、
８
項
目
の
質
問
を
行
い
、

米
軍
の
基
地
使
用
の
根
拠
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
国
及
び

鹿
屋
基
地
に
対
し

○
騒
音
等
に
よ
る
市
民
生
活
に

　

対
す
る
影
響
へ
の
特
段
の
配

　

慮
○
地
域
住
民
へ
の
周
知
・
広
報

　

の
徹
底

に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。　

　

ま
た
、
市
内
４
か
所
に
航
空

機
騒
音
観
測
装
置
を
設
置
し
、

今
回
の
訓
練
の
騒
音
測
定
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

遺
族
と
参
列
者
、「
必
ず
助
け
出
す
」
と
涙
の
決
意
を
あ
ら
た
に

日
米
共
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

11月９日、訓練用機材の一部を輸送するため米
海軍三沢基地から鹿屋基地に飛来したＣ９輸送機トミさんの遺影を抱く市川健一さん

　11月18日、市内のホテルで、
会員約600人が出席して「社団
法人鹿屋市シルバー人材センター
設立20周年記念式典」が行われ
ました。式典では、高齢者に就労
の場を提供し同センター発展に多
大な貢献を果たした企業６社と会
員５人への感謝状の贈呈が行われ
たほか、会員増などの貢献をした
人に贈られる特別表彰や一般功労
者表彰などが行われました。

シルバー人材センター
設立20周年を祝う

　11月９日～ 15日まで平成20
年秋季全国火災予防運動が実施さ
れました。初日の９日には、鹿屋・
吾平・輝北地区で、消防団や消防
署による防火パレード、鹿屋・吾
平・串良地区では火災防ぎょ訓練
が行われるなど様々な催しを開
催。また、期間中は市民の皆さん
に対する防災訓練指導や防災教室
など様々な活動を行い、火災の予
防を呼びかけました。

火災に気をつけて
〜全国火災予防運動〜

　11月５日、市内のホテルで、「鹿
屋市合同金婚式」が開催されまし
た。対象者は、市内に住む結婚し
て満50年になる夫婦153組で、
当日は120組が出席。金婚者を
代表して岡本孝一さんが「今後は、
夫婦で心身ともに健やかな老後を
過ごしたい」とあいさつ。また、
幼稚園児からお祝いの言葉なども
贈られ、出席者は嬉しそうに微笑
んでいました。

「合同金婚式」で
結婚50年を祝う

「鹿屋市漁協みなとまつり」が開催され、鹿屋市漁協直売所兼食堂もオープン

　11月３日、鹿屋市漁業協同組合の魚市場で、漁業の安全と豊漁を祈願
する「第5回鹿屋市漁協みなとまつり」が開催されました。
　当日は、魚のさばき方教室や大人気のカンパチのつかみ取り大会などの
催しが行われ、カンパチのつかみ取り大会では、子どもたちが水槽の中で
転びながらも捕まえた魚を放すまいとビショ濡れになっていました。
　また同日、鹿屋市漁協隣りに、漁協に水揚げされた鮮魚類やかのやカン
パチを販売する直売所を併設する「みなと食堂」がオープンしました。
　直売所では、カンパチフィーレやカンパチの燻

く ん せ い

製などがすぐに売り切れ
たほか、みなと食堂では、カンパチ定食などがすぐに完売しました。カン
パチ料理やその日水揚げされた新鮮な鮮魚類を料理して提供するのがみな
と食堂の自慢で、当面は漁を行う月曜日から土曜日にのみ営業を行います。

【問い合わせ】
　みなと食堂　☎ 0994-46-3020
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